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語文120（2023・6　大阪大学国語国文学会）

織
田
作
之
助
『
螢
』
論

斎　
　

藤　
　

理　
　

生

織
田
作
之
助
の
『
螢
』
は
、「
文
藝
春
秋
」
一
九
四
四
年
九
月
号
に
発
表
さ

れ
た
。
幕
末
の
伏
見
で
、
船
宿
の
寺
田
屋
を
支
え
た
登
勢
と
い
う
女
将
の
半

生
が
描
か
れ
た
小
説
で
あ
る
。
の
ち
短
編
集『
天
衣
無
縫
』（
新
生
活
社
、
一

九
四
七
）
に
収
録
。
こ
の
と
き
本
文
の
一
部
が
改
変
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
異

同
に
つ
い
て
は
増
田
周
子
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
（
１
）。

た
だ
読
解
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
改
変
は
な
い
と
判
断
す
る
。

『
天
衣
無
縫
』の
刊
行
時
、
作
之
助
は
す
で
に
没
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ

の
本
に
は
「
あ
と
が
き
」
が
附
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
文
に
も
作
之
助
の
手

が
入
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、「
あ
と
が
き
」

の
内
容
と
短
編
集
の
構
成
と
が
照
応
し
て
い
な
い
。
ま
た
、『
天
衣
無
縫
』
版

の
本
文
で
は
、
初
出
に
五
箇
所
あ
る
「
志
士
」
と
い
う
語
が
す
べ
て
書
き
換

え
ら
れ
て
い
る
。
刀
で
人
が
斬
ら
れ
る
部
分
も
消
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

改
変
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
よ
る
検
閲
へ
の
対
応
あ
る
い
は
配
慮
が

あ
っ
た
よ
う
に
も
推
測
さ
れ
る
（
２
）。
単
行
本
収
録
時
の
本
文
に
作
家
の
意
思
が

ど
こ
ま
で
反
映
し
て
い
る
の
か
は
不
明
瞭
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
論
で
は
初
出
の
本
文
を
用
い
て
考
察
す
る
。
考
察
に
あ

た
っ
て
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
織
田
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
草
稿
を

参
考
に
す
る
。
草
稿
と
初
出
本
文
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
こ
の
作
品
の
理
解

を
深
め
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

一
　『
螢
』
の
従
来
の
受
容

織
田
作
之
助
は
『
天
衣
無
縫
』
の
「
あ
と
が
き
」
で
、『
螢
』
を
含
む
一
連

の
収
録
作
品
に
つ
い
て
「
大
阪
の
市
井
の
町
と
人
の
放
浪
の
姿
」「
泥
だ
ら

け
の
大
阪
の
市
井
事
」
を
書
い
た
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、「
何
れ
も

発
表
当
時
、
三
十
前
後
の
若
さ
で
こ
の
や
う
な
作
品
を
書
く
の
は
新
人
ら
し

か
ら
ぬ
と
言
つ
て
酷
評
さ
れ
た
も
の
」
だ
と
も
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
「
あ
と
が
き
」
に
は
額
面
通
り
に
受
け
取
ら
れ
な
い

部
分
が
あ
る
。

な
る
ほ
ど
「
市
井
の
町
と
人
の
放
浪
の
姿
」
は
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し

『
螢
』
は
大
阪
で
は
な
く
、
作
中
で
「
京
大
坂
を
結
ぶ
要
衝
」
と
語
ら
れ
る
伏
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見
を
主
要
な
舞
台
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
あ
と
が
き
」
の
冒
頭
で
は
「
昭
和

十
五
年
か
ら
昭
和
十
九
年
ま
で
の
五
年
間
に
発
表
し
た
小
説
の
中
か
ら
、
七

篇
を
え
ら
ん
で
年
代
順
に
並
べ
て
み
た
」
と
断
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は

年
代
順
に
並
ん
で
い
な
い
。
収
録
作
品
の
中
で
最
も
古
い
『
放
浪
』（「
文
學

界
」
一
九
四
〇
・
五
）
が
巻
末
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
一
九
四
四
年
に
発
表

さ
れ
た
『
螢
』
が
、『
動
物
集
』（「
大
阪
文
学
」
一
九
四
一
・
一
二
）
や
『
勧

善
懲
悪
』（「
大
阪
文
学
」
一
九
四
二
・
八
～
九
）
よ
り
も
前
に
置
か
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
収
録
さ
れ
た
作
品
の
「
何
れ
も
」
が
「
酷
評
」
さ
れ
た
わ
け

で
も
な
い
。
た
と
え
ば
『
放
浪
』
に
つ
い
て
、
作
之
助
は
横
光
利
一
に
褒
め

ら
れ
た
と
品
川
力
宛
書
簡
（
一
九
四
〇
・
六
・
一
九
）
に
記
し
て
い
る
。『
動

物
集
』
は
正
宗
白
鳥
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
（
３
）。

戦
局
の
悪
化
に
伴
い
、
一
九
四
四
年
九
月
に
は
、
雑
誌
や
新
聞
の
文
藝
欄

は
極
端
に
減
少
し
て
い
た
。
そ
の
た
め『
螢
』に
は
同
時
代
評
が
少
な
い
。
た

だ
、
ほ
ぼ
唯
一
と
思
わ
れ
る
福
村
久
「
生
と
伝
承
の
精
神
―
九
月
号
の
作
品

を
よ
み
て
―
」（「
日
本
文
学
者
」
一
九
四
四
・
一
〇
）
で
は
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
。
福
村
は
、
川
村
公
人
『
盆
栽
記
』、
牧
俊
作
『
親
の
膳
』
と
い
う
そ

れ
ぞ
れ「
日
本
文
学
者
」七
月
号
・
九
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
若
い
作
家
の「
素

朴
」
で
「
そ
の
成
功
と
意
義
が
い
か
に
も
小
説
を
知
ら
ぬ
こ
と
に
よ
る
」
作

品
と
比
べ
て
、
作
之
助
の
『
螢
』
を
「
長
年
の
描
く
と
い
ふ
面
白
さ
を
、
又

自
己
の
流
露
す
る
筆
緻
を
制
し
て
、
直
截
を
期
し
つ
ゝ
筆
を
す
ゝ
め
、
な
ほ

力
あ
ま
つ
た
佳
作
」「
こ
れ
ま
で
の
織
田
氏
の
ね
ば
り
の
あ
る
自
然
主
義
的

筆
致
を
た
ち
切
つ
て
氏
の
一
転
機
を
し
め
し
た
も
の
」
と
褒
め
称
え
て
い
る

の
で
あ
る
。

『
螢
』
は
『
天
衣
無
縫
』
の
後
、『
織
田
作
之
助
選
集
第
一
巻
』（
中
央
公
論

社
、
一
九
四
七
）
や
『
織
田
作
之
助
名
作
選
集
8
』（
現
代
社
、
一
九
五
六
）、

『
織
田
作
之
助
全
集
5
』（
講
談
社
、
一
九
七
〇
）
な
ど
に
収
録
さ
れ
た
。
一

九
五
八
年
に
は
、
こ
の
作
品
を
原
作
と
す
る
映
画『
螢
火
』（
五
所
平
之
助
監

督
、
歌
舞
伎
座
）
が
公
開
さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
（
４
）、

単
行
本
『
螢
』（
現
代

社
）
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
『
現
代
日
本
文
学
全
集　

第
81　

永

井
龍
男
・
織
田
作
之
助
・
井
上
友
一
郎
・
井
上
靖
集
』（
筑
摩
書
房
、
一
九

五
六
）、『
日
本
文
学
全
集　

第
72　

織
田
作
之
助
・
井
上
友
一
郎
集
』（
集

英
社
、
一
九
六
九
）、『
ち
く
ま
日
本
文
学
全
集　

織
田
作
之
助
』（
筑
摩
書

房
、
一
九
九
三
）、
大
川
渉
編
『
聴
雨
・
螢
』（
ち
く
ま
文
庫
、
二
〇
〇
〇
）、

『
夫
婦
善
哉　

正
続
他
十
二
篇
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
三
）、
尾
崎
名
津
子
編

『
怖
る
べ
き
女　

織
田
作
之
助
女
性
小
説
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
春
陽
堂
書
店
、

二
〇
一
九
）
な
ど
、
多
く
の
作
品
集
に
収
め
ら
れ
た
。

作
之
助
は
発
表
直
後
に
、
友
人
の
青
山
光
二
宛
書
簡
（
一
九
四
四
・
一

〇
・
一
）
で
「「
螢
」
は
失
敗
作
で
、
わ
れ
な
が
ら
計
算
を
誤
っ
た
」
と
こ
ぼ

し
て
も
い
る
。
し
か
し
作
者
の
手
応
え
と
は
別
に
、
こ
の
作
品
は
代
表
作
の

一
つ
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
っ
た
。『
日
本
短
篇
文
学
全
集
39
』（
筑
摩
書
房
、

一
九
六
八
）
や
『
昭
和
の
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
50
篇　

下
』（
文
春
文
庫
、
一

九
八
九
）、
大
衆
文
学
研
究
会
編
『
歴
史
小
説
名
作
館
10　

雄
図
な
ら
ず
』

（
講
談
社
、
一
九
九
二
）、『
情
炎　

時
代
小
説
の
女
た
ち
』（
角
川
書
店
、
一

九
九
二
）、『
龍
馬
参
上
』（
新
潮
文
庫
、
二
〇
一
〇
）
な
ど
、
多
様
な
ア
ン
ソ

ロ
ジ
ー
に
も
収
録
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
『
螢
』
は
長
く
広
い
範
囲
の
読
者
に
届
け
ら
れ
て
き
た
。
し
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か
し
こ
れ
ま
で
に
単
独
で
取
り
あ
げ
た
論
考
は
な
い
。
そ
れ
で
も
右
に
掲
げ

た
全
集
や
選
集
や
文
庫
、
さ
ら
に
は
伝
記
研
究
、
事
典
な
ど
を
介
し
て
、
概

ね
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た
の
か
は
う
か
が
え
る
。

青
山
光
二
は
、「
ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
ラ
ー
と
し
て
よ
う
や
く
成
熟
の
域
に

入
つ
た
著
者
の
技
巧
を
縦
横
に
発
揮
し
た
快
作
」
と
し
て
、「
登
勢
を
中
心

に
、
凝
縮
し
た
年
代
記
風
に
構
成
さ
れ
た
こ
の
物
語
は
（
中
略
）
映
画
好
み

の
道
具
立
て
を
い
や
と
い
う
ほ
ど
ふ
ん
だ
ん
に
、
し
か
し
あ
く
ま
で
巧
み
に

按
配
し
て
盛
り
こ
ん
で
い
る
（
５
）」

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
河
盛
好
蔵
は
「
女

主
人
公
登
勢
は
「
夫
婦
善
哉
」
の
蝶
子
と
同
じ
系
統
に
ぞ
く
す
る
女
性
で
あ

る
。
そ
の
ス
ト
イ
シ
ズ
ム
に
よ
っ
て
作
者
に
愛
さ
れ
て
い
る
女
性
で
あ
る
。

こ
の
作
品
で
は
ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
ラ
ー
と
し
て
の
作
者
の
手
腕
が
縦
横
に
発

揮
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
手
法
は
全
く
映
画
的
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
（
６
）。

和
田

芳
恵
は
「
し
っ
か
り
者
の
登
勢
」
に
着
目
す
る
と
共
に
、「
螢
、
赤
子
の
泣
き

声
の
効
果
的
な
使
い
方
な
ど
短
篇
小
説
の
名
手
の
名
に
恥
じ
な
い
。
こ
れ
は

戦
争
が
苛
烈
に
な
っ
て
行
っ
た
悪
い
時
代
に
書
か
れ
た
、
数
少
な
い
名
作
の

ひ
と
つ
だ
ろ
う
（
７
）」と

す
る
。
大
谷
晃
一
は「
女
の
一
生
の
年
代
記
風
だ
が
、
伏

見
の
寺
田
屋
を
舞
台
に
、
明
治
維
新
の
史
実
を
う
ま
く
道
具
立
て
に
使
い
こ

な
し
た
（
８
）」

と
し
、
増
田
周
子
は
「
螢
火
と
淀
川
の
水
に
、
登
勢
の
行
く
末
を

諦
め
る
心
情
が
託
さ
れ
、
余
情
が
あ
る
。
ま
た
、
す
ぐ
に
気
持
ち
を
切
り
か

え
、
強
く
生
き
る
彼
女
の
姿
が
全
篇
に
あ
ふ
れ
快
い
テ
ン
ポ
で
話
が
進
む
佳

作（
９
）」

と
位
置
づ
け
て
い
る
。
佐
藤
秀
明
は
作
之
助
が
し
ば
し
ば
書
い
た
「〝
こ

の
人
を
見
よ
〟
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
籠
め
ら
れ
た
小
説
」
の
一
つ
と
し
て
、

登
勢
が
「〝
流
さ
れ
る
人
〟
に
な
り
か
ね
な
い
女
」
か
ら
「
腰
の
据
わ
っ
た
女

に
な
っ
た
」
こ
と
に
注
目
し
て
い
る（
（1
（

。
一
方
、
尾
崎
名
津
子
は
「
お
登
勢
を

支
え
る
の
は
明
る
さ
だ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、「
蛍
火
」
に
重
ね
ら
れ
る
諦

念
こ
そ
が
お
登
勢
の
正
体
で
あ
る
か
の
よ
う
だ
。
そ
れ
だ
け
「
蛍
火
」
は
印

象
深
く
作
中
を
漂
っ
て
い
る
」
と
見
る（
（1
（

。

す
な
わ
ち
『
蛍
』
は
従
来
、
織
田
作
之
助
の
物
語
作
家
と
し
て
の
技
量
と
、

登
勢
の
描
き
方
を
評
価
さ
れ
て
き
た
。
本
論
で
は
こ
の
よ
う
な
受
容
を
念
頭

に
置
き
つ
つ
、
構
成
や
参
照
さ
れ
た
文
献
、
登
勢
の
造
形
、
螢
の
表
象
な
ど

を
捉
え
直
し
、
草
稿
と
の
差
異
も
検
討
す
る
こ
と
で
、
作
品
の
理
解
を
深
め

た
い
。

二
　『
螢
』
の
基
本
構
造

『
螢
』と
い
う
小
説
は
、
全
体
が
三
つ
の
一
行
空
き
に
よ
っ
て
、
四
つ
に
区

分
さ
れ
て
い
る
。本
論
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
か
た
ま
り
を
仮
に
部
と
呼
ぶ
。以

下
、
そ
の
概
要
を
確
認
し
て
お
く
。

第
一
部
に
お
い
て
、
若
く
し
て
母
・
妹
・
父
を
立
て
続
け
に
喪
っ
た
登
勢

は
、一
八
歳
で
伏
見
の
寺
田
屋
と
い
う
船
宿
に
嫁
ぐ
。
結
婚
式
で
螢
が
舞
う
と
、

登
勢
は
無
邪
気
に
手
を
伸
ば
す
。し
か
し
潔
癖
症
で
あ
る
夫
の
伊
助
は
頼
り
に

な
ら
ず
、
寝
た
き
り
に
な
っ
た
姑
の
お
定
の
嫁
い
じ
め
に
さ
ら
さ
れ
る
。

第
二
部
に
お
い
て
、
登
勢
は
お
定
を
介
護
し
つ
つ
、
寺
田
屋
を
巧
み
に
切

り
盛
り
し
、
繁
盛
さ
せ
る
。
小
姑
の
椙
の
男
で
あ
っ
た
五
十
吉
の
詐
欺
に

遭
っ
た
際
に
は
窮
地
に
陥
る
が
、
偶
然
居
合
わ
せ
た
医
者
が
手
口
を
明
か
し

た
お
か
げ
で
切
り
抜
け
る
。
椙
が
姿
を
消
し
た
一
年
後
、
戸
外
で
泣
く
赤
ん

坊
を
拾
い
、
お
光
と
名
づ
け
て
育
て
る
。
四
年
後
に
登
勢
は
千
代
を
産
む
が
、
31



変
わ
ら
ず
に
お
光
を
可
愛
が
る
。
お
定
も
お
光
だ
け
は
愛
し
た
が
、
そ
の
年

に
息
を
引
き
取
る
。

第
三
部
に
お
い
て
、
夫
婦
の
も
の
と
な
っ
た
寺
田
屋
で
家
族
は
む
つ
ま
じ

く
暮
ら
す
。
お
染
と
い
う
子
も
生
ま
れ
る
。
し
か
し
四
歳
の
と
き
に
疫
病
で

死
ぬ
。
お
光
は
、
八
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
た
椙
が
自
分
の
子
だ
と
し
て
連
れ

て
行
っ
て
し
ま
う
。
茫
然
と
す
る
登
勢
だ
が
、
す
ぐ
に
い
つ
も
の
明
る
い
様

子
で
働
き
出
す
。
の
ち
に
お
良
と
い
う
娘
を
養
女
に
す
る
。

第
四
部
で
は
、
数
年
後
、
寺
田
屋
が
志
士
浪
人
の
た
ま
り
場
に
な
る
。
志

士
た
ち
が
斬
り
結
ぶ
場
に
遭
遇
し
、
有
馬
新
七
の
死
の
間
際
の
声
に
感
動
し

た
登
勢
は
、
志
士
た
ち
を
支
援
す
る
よ
う
に
な
り
、
薩
摩
屋
敷
か
ら
坂
本
龍

馬
を
託
さ
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
伊
助
の
妾
が
現
れ
る
が
、
登
勢
に
明
る
く
応
対

さ
れ
た
せ
い
か
、
自
ら
身
を
引
く
。
お
良
が
坂
本
と
親
し
く
な
り
、
結
婚
さ

せ
る
が
、
翌
年
の
暮
近
く
、
坂
本
の
遭
難
が
知
ら
さ
れ
る
。「
え
え
ぢ
や
な
い

か
」
の
声
が
町
に
響
く
中
、
登
勢
は
く
り
返
す
不
幸
を
噛
み
し
め
る
が
、
翌

日
に
は
明
る
い
声
で
客
を
呼
ぶ
。

以
上
の
よ
う
に
、『
螢
』
に
お
い
て
は
登
勢
の
半
生
が
、
ほ
ぼ
時
系
列
に

沿
っ
て
語
ら
れ
る
。
ま
た
、
特
に
第
四
部
に
お
い
て
、
歴
史
的
に
よ
く
知
ら

れ
た
人
物
や
出
来
事
が
現
れ
る
。
そ
の
た
め
『
螢
』
は
、
戦
時
下
に
流
行
し

て
い
た
歴
史
小
説
と
し
て
の
一
面
を
持
つ（
（1
（

。
作
之
助
は
当
時
、『
五
代
友
厚
』

（
日
進
社
、
一
九
四
二
）、『
月
照
』（
全
国
書
房
、
一
九
四
二
）
な
ど
、
幕
末

を
舞
台
と
し
た
歴
史
小
説
を
他
に
も
書
い
て
い
た
。

『
螢
』で
は
、
一
見
す
る
と
寺
田
屋
事
件
と
有
馬
新
七
、
坂
本
龍
馬
の
遭
難
、

「
え
え
ぢ
や
な
い
か
」
と
い
っ
た
有
名
な
出
来
事
だ
け
が
部
分
的
に
取
り
こ

ま
れ
て
い
る
よ
う
に
映
る
。
後
述
す
る
草
稿
の
末
尾
に
も
、
調
べ
ず
に
書
い

た
旨
が
断
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
は
伏
見
の
様
子
や
三
十
石
船
に
つ
い

て
、
鷲
谷
樗
風
の
『
維
新
の
大
阪
』（
輝
文
館
、
一
九
四
二
）
と
い
う
書
物
を

参
照
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

鷲
谷
は
作
之
助
の
新
聞
記
者
時
代
の
上
司
に
当
た
る
人
物
で
あ
る
（
（1
（

。『
維
新

の
大
阪
』は
作
之
助
の
蔵
書
と
し
て
織
田
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本

の
「
三
十
石
の
話
」
と
い
う
章
に
は
、「
ど
な
た
も
お
土
産
は
ど
う
ど
す　

お

ち
り
に
あ
ん
ぽ
ん
た
ん
は
ど
う
ど
す
」
と
い
う
、『
螢
』
で
も
使
わ
れ
て
い
る

物
売
り
の
声
が
描
か
れ
て
い
る
（
四
八
頁
）。
鷲
谷
書
の
「
あ
ん
ぽ
ん
た
ん
は
、

か
き
も
ち
の
ふ
く
れ
た
の
に
砂
糖
の
こ
ろ
も
が
か
か
つ
た
お
菓
子
、
お
ち
り

は
京
言
葉
の
ち
り
紙
の
こ
と
」と
い
う
補
足
も
、
作
中
の「
お
ち
り
が
京
塵
紙
、

あ
ん
ぽ
ん
た
ん
が
菓
子
の
名
」
と
い
う
一
節
に
活
か
さ
れ
て
い
よ
う
。
ま
た
、

大
名
の
荷
物
を
運
ぶ
人
夫
で
あ
る
「
雲
助
」
に
つ
い
て
「
破
れ
褌
一
筋
で
一
貫

文
を
借
り
得
る
信
用
を
伏
見
の
質
屋
に
も
つ
て
ゐ
た
」（
六
二
頁
）
と
説
明
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、『
螢
』
に
お
け
る
「
伏
見
の
駕
籠
か
き
は
褌
二
筋
で
錢
一

貫
質
屋
か
ら
借
り
ら
れ
る
く
ら
ゐ
土
地
で
は
勢
力
の
あ
る
雲
助
だ
つ
た
」
と

い
う
一
節
と
重
な
る
。
さ
ら
に
、「
淀
の
川
瀬
の　

ナ
ア
け
し
き
を
こ
こ
に
、引

い
て
の
ぼ
る　

ヤ
レ
三
十
石
の
、
清
き
な
が
れ
を
く
む
水
ぐ
る
ま
」と
い
っ
た

「
郷
土
色
を
読
み
こ
ん
」
だ
「
古
る
い
端
歌
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
六
六
頁
）。

こ
れ
は
小
説
に
お
け
る
「
登
勢
は
淀
の
水
車
の
や
う
に
く
り
か
へ
す
自
分
の

不
幸
を
噛
み
し
め
た
」
と
い
う
部
分
を
想
起
さ
せ
る
。

作
之
助
は
こ
の
よ
う
に
細
部
に
具
体
的
な
情
報
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

作
品
世
界
の
現
実
性
を
支
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
（
（1
（

。
た
だ
同
時
に
、
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『
螢
』
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
要
素
は
あ
く
ま
で
「
道
具
立
て
」（
大
谷
晃
一
）

と
し
て
の
意
味
が
強
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
作
品
の
重
心
は
、
幕
末
の
伏

見
の
風
俗
よ
り
、
登
勢
と
い
う
一
人
の
女
性
を
描
く
こ
と
に
置
か
れ
て
い
る
。

前
述
し
た
時
系
列
的
な
語
り
は
、
作
之
助
が
出
世
作『
夫
婦
善
哉
』（「
海
風
」

一
九
四
〇
・
四
）
以
来
得
意
と
し
た
、
系
譜
小
説
に
似
て
い
る
。

系
譜
小
説
で
は
、
あ
る
人
物
の
半
生
が
息
も
つ
か
せ
ぬ
調
子
で
、
矢
継
ぎ

早
に
語
ら
れ
る（
（1
（

。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
に
お
け
る
登
場
人
物
の
内

面
は
、
く
わ
し
く
は
語
ら
れ
な
い
。
ま
れ
に
語
り
手
が
「
伯
父
は
何
も
か
も

見
抜
い
て
ゐ
た
の
だ
ら
う
か
」「
お
定
は
五
十
吉
を
何
と
思
つ
て
ゐ
た
ら
う

か
」「
さ
す
が
に
お
定
の
気
の
強
さ
だ
つ
た
ら
う
か
」
な
ど
と
述
べ
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
問
い
か
け
に
留
ま
り
、
実
態
は
曖
昧
に
さ
れ
る
。
伊
助
の
登
勢

へ
の
感
情
や
妾
を
欲
し
た
理
由
、
妾
が
登
勢
と
会
っ
た
後
に
引
き
下
が
る
こ

と
に
し
た
心
境
、
娘
た
ち
が
母
に
抱
い
て
い
た
感
情
な
ど
も
説
明
さ
れ
な
い
。

中
心
人
物
で
あ
る
登
勢
の
心
情
も
、
わ
か
り
や
す
く
語
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
た
と
え
ば
第
三
部
に
お
け
る
、
お
光
が
連
れ
去
ら
れ
る
場
面
は
次
の

よ
う
に
描
か
れ
る
。

　

お
ち
り
と
あ
ん
ぽ
ん
た
ん
は
ど
う
ど
す
‥
‥
と
物
売
り
が
三
十
石
へ

寄
つ
て
行
く
声
を
し
よ
ん
ぼ
り
聴
き
な
が
ら
、
死
ん
だ
姑
は
さ
す
が
に

虫
の
知
ら
せ
で
お
光
が
孫
で
あ
る
こ
と
を
薄
薄
か
ん
づ
い
て
ゐ
た
の
だ

ら
う
か
と
、
血
の
つ
な
が
り
の
不
思
議
さ
を
ぶ
つ
ぶ
つ
呟
き
な
が
ら
、

登
勢
は
暫
く
肩
で
息
を
し
て
ゐ
た
が
、
あ
、
お
光
と
い
き
な
り
立
ち
上

つ
て
浜
へ
か
け
つ
け
た
時
は
、
も
う
八
挺
艪
の
三
十
石
は
淀
川
を
下
つ

て
ゐ
た
。
暫
く
佇
ん
で
戻
つ
て
来
る
と
、
伊
助
は
帳
場
の
火
鉢
を
せ
つ

せ
と
磨
い
て
ゐ
た
。
物
も
言
は
ず
に
ぺ
た
り
と
そ
の
そ
ば
に
坐
り
、
畳

の
一
つ
所
を
ぢ
つ
と
見
て
、
や
が
て
左
手
で
何
気
な
く
糸
屑
を
拾
ひ
あ

げ
た
そ
の
仕
草
は
ふ
と
伊
助
に
似
た
が
、
急
に
振
り
向
く
と
、
キ
ン
キ

ン
し
た
声
で
、
あ
、
お
越
し
や
す
。
駕
籠
か
き
が
送
つ
て
来
た
客
へ
の

こ
ぼ
れ
る
や
う
な
愛
嬌
は
、
は
や
い
つ
も
の
登
勢
の
明
る
さ
で
奉
公
人

た
ち
の
眼
に
は
む
し
ろ
蓮
つ
葉
じ
み
て
、
高
い
笑
ひ
声
も
腑
に
落
ち
ぬ

く
ら
ゐ
ふ
と
い
や
ら
し
か
つ
た
。

登
勢
の
言
動
が
描
か
れ
、
思
考
の
一
部
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
肝

心
な
、
無
言
で
糸
屑
を
拾
っ
た
り
、
客
に
愛
嬌
を
振
り
ま
い
た
り
す
る
登
勢

の
胸
に
、
ど
の
よ
う
な
想
い
が
去
来
し
て
い
た
の
か
は
明
言
さ
れ
な
い
。
た

だ
、
登
勢
の
切
り
か
え
の
早
さ
に
戸
惑
う
作
中
の
「
奉
公
人
た
ち
の
眼
」
が

呼
び
水
と
な
っ
て
、
読
者
に
は
、
登
勢
が
今
で
き
る
こ
と
、
す
る
べ
き
こ
と

に
専
念
す
る
こ
と
で
、
悲
し
み
を
振
り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
推
し
量

ら
れ
る
。

一
方
で
、
登
勢
は
ひ
た
す
ら
困
難
に
耐
え
忍
び
続
け
て
い
た
わ
け
で
も
な

い
。
第
一
部
か
ら
四
部
ま
で
、
登
勢
は
波
瀾
万
丈
の
半
生
を
歩
む
。
た
だ
第

三
部
の
序
盤
、
寺
田
屋
が
名
実
と
も
に
「
夫
婦
の
も
の
」
と
な
り
、
伊
助
が

浄
瑠
璃
を
習
い
、
お
染
が
生
ま
れ
、
四
つ
に
な
る
ま
で
の
数
年
間
は
「
仕
合

せ
の
絶
頂
か
も
知
れ
な
か
つ
た
」
と
語
ら
れ
る
。
お
光
が
去
っ
た
あ
と
志
士

浪
人
た
ち
が
集
ま
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
も
「
無
事
平
穏
な
日
日
」
が
「
四

五
年
」
流
れ
て
い
る
。
淡
々
と
素
早
く
語
ら
れ
る
た
め
に
意
識
さ
れ
に
く
い
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が
、
登
勢
が
安
定
し
た
日
常
を
過
ご
し
た
期
間
も
短
く
は
な
い
。
節
目
ご
と

に
不
幸
は
あ
る
が
、『
夫
婦
善
哉
』
の
蝶
子
の
よ
う
に
、
職
も
住
居
も
転
々
と

し
な
が
ら
籍
を
入
れ
て
い
な
い
相
手
の
面
倒
を
見
続
け
た
わ
け
で
は
な
く
、

一
貫
し
て
寺
田
屋
の
女
将
と
し
て
勤
め
あ
げ
、
家
族
と
穏
や
か
な
生
活
も

送
っ
た
の
で
あ
る
。

あ
わ
せ
て
注
意
し
た
い
の
が
、
作
中
に
く
り
返
し
描
か
れ
、
題
名
に
も

な
っ
て
い
る
螢
の
表
象
で
あ
る
。
作
之
助
は
、
同
時
期
の
他
の
作
品
で
も
螢

を
用
い
て
い
る
。『
蚊
帳
』（「
大
阪
新
聞
」
一
九
四
六
・
三
・
一
）、『
土
曜
夫

人
』（「
讀
賣
新
聞
」
一
九
四
六
・
八
・
三
〇
～
一
二
・
六
）、「
大
阪
の
憂
鬱
」

（「
文
藝
春
秋
」
一
九
四
六
・
八
）
な
ど
で
あ
る
。
と
り
わ
け
前
二
者
の
創
作

で
は
、『
螢
』
と
同
じ
よ
う
に
蚊
帳
の
中
に
螢
が
放
た
れ
る
場
面
が
あ
る
。
そ

れ
ら
の
螢
の
青
い
光
は
、
病
気
で
程
な
く
し
て
亡
く
な
る
妻
の
生
の
は
か
な

さ
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

『
螢
』に
お
い
て
は
、
第
一
部
で
は
結
婚
式
の
場
面
で
登
勢
の
無
邪
気
さ
を

際
立
た
せ
、
第
三
部
で
は
蚊
帳
の
中
や
宇
治
の
蛍
狩
り
の
場
で
、
親
子
の
仲

睦
ま
じ
い
様
子
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
や
が
て
失
わ
れ

る
。
結
婚
後
の
登
勢
は
「
も
う
誰
が
見
て
も
、
祝
言
の
夜
、
あ
、
螢
が
と
叫

ん
だ
あ
の
無
邪
気
な
登
勢
で
は
な
か
つ
た
」
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
親

子
の
楽
し
げ
な
場
面
の
後
に
は
、
お
染
が
病
気
で
死
ん
だ
こ
と
、
お
光
が
椙

に
奪
わ
れ
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
あ
た
か
も
蛍
の
光
が
明
滅
す
る
か
の
よ
う

に
、
登
勢
は
幸
不
幸
を
く
り
返
す
。

た
だ
そ
れ
は
、『
螢
』
に
お
い
て
螢
が
は
か
な
さ
だ
け
を
象
徴
し
て
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
む
し
ろ
懸
命
で
ひ
た
む
き
な
活
動
に
も
重
ね
ら
れ

て
い
る
点
が
、
こ
の
作
品
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。「
な
ぜ
か
赤
児
の
泣
声
と
い
ふ

も
の
が
好
き
だ
つ
た
」
と
い
う
登
勢
は
、「
泣
声
が
耳
に
は
ひ
る
と
、
た
だ
わ

け
も
な
く
惹
き
つ
け
ら
れ
て
、
ち
や
う
ど
あ
の
黙
黙
と
し
て
無
心
に
身
体
を

焦
が
し
つ
づ
け
て
ゐ
る
螢
の
火
に
ぢ
つ
と
見
入
つ
て
ゐ
る
時
と
同
じ
気
持
に

な
」
る
と
い
う
。
ま
た
、
末
尾
で
は
「
登
勢
の
声
は
命
あ
る
限
り
の
螢
火
の

や
う
に
勢
一
杯
の
明
る
さ
に
ま
る
で
燃
え
て
ゐ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
諦
め

の
よ
い
反
面
、
登
勢
に
は
「
勢
一
杯
」
で
「
無
心
」
あ
る
い
は
「
一
途
」
な

も
の
に
惹
か
れ
、
一
体
化
し
よ
う
と
す
る
面
が
あ
る
。
そ
の
一
面
も
螢
に

よ
っ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
幸
不
幸
を
く
り
返
し
な
が
ら
も
、
登

勢
の
生
命
力
あ
ふ
れ
る
声
で
作
品
が
閉
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
彼
女
が
こ

の
後
に
直
面
す
る
困
難
か
ら
も
再
起
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
そ
れ
が
明

る
い
読
後
感
を
も
た
ら
し
、『
螢
』
が
「
余
情
漂
う
好
短
編（
（1
（

」
と
し
て
評
価
さ

れ
て
き
た
一
因
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
こ
の
結
末
は
、
草
稿
の
段
階
で
は
別
の
形
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

三
　
　
草
稿
と
初
出
本
文
と
の
差
異

『
蛍
』
の
草
稿
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
の
織
田
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
織
田
文
庫
は
一
九
七
七
年
に
、
作
之
助
の
姉
で
あ
る
竹
中
タ
ツ
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
資
料
一
五
〇
〇
点
を
基
盤
に
作
ら
れ
た
。
そ
の
中
に
は
『
螢
』

の
草
稿
が
九
六
枚
あ
っ
た（
織
田
文
庫
‐
草
稿
‐
66
）。
く
わ
え
て
二
〇
一
七

年
に
、
作
之
助
の
姪
で
養
女
で
も
あ
る
織
田
禎
子
か
ら
新
た
に
六
五
〇
点
の

資
料
が
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
小
説
と
し
て
二
二
枚
（
織
田
文
庫
‐
草
稿

Ⅱ
‐
142
）、
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
一
五
枚
（
織
田
文
庫
‐
草
稿
Ⅱ
‐
189
）、
計
三
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七
枚
の
『
螢
』
の
草
稿
が
追
加
さ
れ
た（
（1
（

。
現
在
、
一
九
七
七
年
の
寄
贈
が
第

1
期
、
二
〇
一
七
年
の
寄
贈
が
第
2
期
と
し
て
区
別
さ
れ
て
い
る
。

草
稿
の
多
く
に
は
、
作
之
助
の
手
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
ノ
ン
ブ
ル
が
記
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
、
同
じ
場
面
を
書
い
て
い
る
草
稿
に
は
す
べ
て
同
一
の
ノ
ン
ブ

ル
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
枚
一
枚
の
草
稿
を
区
別
し
て
説
明
し
に
く
い
。

ゆ
え
に
本
稿
で
は
、第
1
期
で
は
原
稿
用
紙
の
表
の
右
上
に
鉛
筆
で
書
き
こ
ま

れ
た
通
し
番
号
（
織
田
文
庫
所
蔵
時
に
記
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
）
を
用
い
、

第
2
期
で
は
原
稿
用
紙
の
整
理
さ
れ
て
い
る
順
序
に
基
づ
い
て
言
及
す
る
。

シ
ナ
リ
オ
の
存
在
は
、
作
之
助
み
ず
か
ら
の
手
で
映
画
化
あ
る
い
は
舞
台

化
さ
れ
る
予
定
が
あ
っ
た
こ
と
示
唆
す
る（
（1
（

。
シ
ナ
リ
オ
の
草
稿
の
一
枚
目
に

は
「
原
作
脚
色　

織
田
作
之
助　

螢
」
と
あ
り
、
二
枚
目
に
は
「
覚
書
」
と

し
て
「
第
一
景　

螢　

嫁
入
り
の
場　

目
明
か
し
」「
第
二
景　

嫁
苛
め
」

「
第
三
景　

五
十
吉　

御
用
」「
第
四
景　

捨
児　

寺
田
屋
騒
動
」「
第
五
景　

椙
登
場
」「
第
六
景　

龍
馬
登
場
」「
第
七
景　
［
大
団
円
］
龍
馬
」「
第
八
景　

大
団
円
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前
半
は
小
説
と
ほ
ぼ
同
じ
展
開
で
、
後
半
も

起
こ
る
出
来
事
は
同
じ
だ
が
、
描
か
れ
る
順
序
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
う
ち
第
四
景
の
草
稿
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
女
中
の
お

と
み
に
多
く
の
台
詞
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
以

下
の
本
論
で
は
、
検
討
の
対
象
を
小
説
に
絞
り
た
い
。

小
説
に
限
っ
て
も
計
一
一
八
枚
あ
る
『
螢
』
の
草
稿
の
す
べ
て
を
本
論
で

吟
味
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
草
稿
は
作
品
全
体
に
均
等
に
残
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
残
っ
て
い
な
い
部
分
も
あ
れ
ば
、
く
り
返
し
書
き
直

さ
れ
、
作
之
助
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
部
分
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、第
三
部
の
椙
に
お
光
を
奪
わ
れ
る
場
面
や
、第

四
部
の
坂
本
龍
馬
の
遭
難
を
聴
く
場
面
な
ど
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
き
方
が
試

さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
そ
れ
ら
の
中
で
も
、
登
勢
の
造
形
に
深
く
関
わ
る

部
分
と
、
構
成
上
の
大
き
な
差
異
を
取
り
あ
げ
た
い
。

第
一
に
、冒
頭
を
ど
の
よ
う
に
始
め
る
か
悩
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
初

出
本
文
は
「
登
勢
は
一
人
娘
で
あ
る
」
と
い
う
印
象
的
な
一
文
か
ら
始
ま
る
。

草
稿
に
も
同
様
の
も
の
が
少
な
く
な
い
が
（
第
1
期
1
・
3
お
よ
び
第
2
期

1
・
2
・
8
・
11
・
12
）、「
登
勢
が
十
八
で
寺
田
屋
へ
嫁
入
つ
た
日
」（
第
2

期
3
・
9
）と
始
ま
る
草
稿
や
、「
登
勢
は
十
四
の
秋
に
母
親
に
死
な
れ
た
。そ

れ
か
ら
」（
第
2
期
4
・
13
）
と
始
ま
る
草
稿
が
あ
る
。
登
勢
の
半
生
記
と
い

う
腹
案
は
起
筆
の
段
階
か
ら
明
確
に
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
ど
の
場
面
か
ら
始

め
る
の
か
試
行
錯
誤
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
、時
系
列
に
従
い

つ
つ
、
最
も
「
一
人
」
で
あ
る
こ
と
が
際
立
つ
冒
頭
が
選
ば
れ
た
。

ま
た
、
第
一
部
の
序
盤
で
は
、
姑
が
嫁
に
嫌
が
ら
せ
を
す
る
た
め
に
仮
病

を
使
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
中
風
に
な
っ
て
し
ま
い
、
床
か
ら
離
れ
ら
れ
な

く
な
っ
て
、
登
勢
の
責
任
に
し
た
逸
話
が
語
ら
れ
る
。
草
稿
第
1
期
2
で
は

「
死
神
が
舞
ひ
込
ん
で
来
よ
つ
た
。
嫁
が
来
た
日
か
ら
病
ひ
に
取
り
憑
か
れ

た
の
だ
と
い
ふ
そ
の
声
は
登
勢
の
耳
に
も
は
い
つ
た
が
、
登
勢
は
顔
色
一
つ

変
へ
な
か
つ
た
。」と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
が
初
出
本
文
で
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

死
神
が
舞
ひ
込
ん
で
来
よ
つ
た
、
嫁
が
来
た
日
か
ら
病
に
取
り
憑
か
れ

た
の
だ
と
い
ふ
そ
の
意
味
は
、
登
勢
の
胸
に
も
冷
た
く
落
ち
、
こ
の
日
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か
ら
あ
り
き
た
り
の
嫁
苛
め
は
始
ま
る
の
だ
と
咄
嗟
に
登
勢
は
諦
め
た

が
、
し
か
し
苛
め
ら
れ
る
わ
け
は
強
ひ
て
判
ら
う
と
は
し
な
か
つ
た
。

草
稿
段
階
で
は
、
登
勢
は
姑
の
い
じ
め
を
ま
る
で
苦
に
し
な
い
人
間
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
初
出
本
文
で
は
、
辛
さ
を
受
け
入
れ
つ
つ
「
諦

め
」
る
姿
に
変
わ
っ
て
い
る
。
初
出
本
文
に
描
か
れ
た
登
勢
は
、
配
慮
に
欠

け
た
姑
の
言
葉
に
心
を
痛
め
た
上
で
諦
め
る
。「
苛
め
ら
れ
る
わ
け
」
も
気
に

な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
深
く
考
え
な
い
よ
う
に
努
め
る
。
登
勢
は
単

純
な
性
格
に
さ
れ
ず
、
そ
の
内
面
に
奥
行
き
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
三
十
石
船
が
説
明
さ
れ
る
く
だ
り
に
お
い
て
、
草
稿
第
1
期
19
や

20
で
は
、
船
頭
八
人
の
八
梃
艪
が
、
も
と
も
と
寺
田
屋
に
備
わ
っ
て
い
た
特

徴
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
初
出
本
文
で
は
、
登
勢
が
着
想
し
、
大

坂
に
出
向
い
て
交
渉
し
て
得
た
成
果
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
登

勢
は
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
忠
実
に
こ
な
す
だ
け
で
な
く
、
主
体
的
に
行
動

す
る
、
商
売
上
手
で
も
あ
る
人
物
に
な
っ
た
。
登
勢
に
複
数
の
顔
が
与
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
草
稿
を
調
べ
る
と
、
第
二
部
の
、
五
十
吉
の
詐
欺
に
よ
っ
て
登
勢

が
寺
田
屋
を
追
わ
れ
か
け
る
場
面
が
、
何
度
も
書
き
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る（
（1
（

。
登
勢
が
危
機
に
陥
っ
て
か
ら
、
医
者
が
偶
然
助
け
る
部
分
を
描
く

展
開
に
も
苦
心
の
跡
が
う
か
が
え
る（
（2
（

。

た
だ
、
草
稿
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
細
部
の
推
敲
の
跡
だ
け
で
は
な
い
。

登
勢
の
人
と
な
り
や
作
品
の
印
象
が
大
き
く
変
わ
る
も
の
も
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
第
四
部
に
お
い
て
、
登
勢
が
志
士
に
強
く
肩
入
れ
す
る
経
緯
が
異
な

る
草
稿
が
あ
る
。
第
1
期
70
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

け
れ
ど
も
、
登
勢
は
そ
ん
な
客
が
好
き
で
あ
つ
た
。
だ
い
い
ち
、
み

な
若
く
て
、
無
邪
気
で
、
さ
つ
ぱ
り
し
た
気
性
で
あ
る
。
そ
れ
に
喋
つ

て
ゐ
る
言
葉
を
き
く
と
も
な
く
き
い
て
ゐ
る
と
、
そ
の
人
た
ち
が
ど
ん

な
に
［
真
険
］
必
死
に
な
つ
て　

天
子
様
の
た
め
に
働
い
て
ゐ
る
か

［
が
］
と
い
ふ
こ
と
が
判
［
り
、］
つ
た
。
登
勢
は
彦
根
の
生
れ
で
、【
何

よ
り
も
ま
づ
】
幕
府
が
あ
り
が
た
い
と
教
へ
こ
ま
れ
て
来
た
の
だ
が
、

か
う
し
て
［
家
］【
都
】
の
近
く
の
伏
見
に
住
み
、
そ
の
人
た
ち
の
言
葉

を
聴
き
か
じ
【
つ
】
て
ゐ
る
と
、
い
つ
し
か　

天
子
様
の
あ
り
が
た
さ

が
判
り
、
そ
の
人
た
ち
が
［
生
］
命
を
投
げ
だ
し
て
働
い
て
ゐ
る
気
持

も
う
な
づ
け
る
や
う
に
な
つ
た
。
登
勢
は
路
銀
に
困
つ
て
ゐ
る
志
士
に

は
、
ひ
そ
か
に
［
路
銀
］
紙
に
包
ん
で
渡
し
た
。
誰
々
の
紹
介
で
来
た

と
い
つ
て
一
夜
の
宿
を
も
と
め
る
者
に
は
、
無
料
で
泊
め
て
船
賃
や
駕

籠
代
も
め
ぐ
ん
だ
。

　

登
勢
は
も
う
子
供
の
こ
と
も
忘
れ
て
、
志
士
の
世
話
に
夢
中
だ
つ
た
。

自
然
、
子
供
の
世
話
は
伊
助
が
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
伊
助
は

京
の
［
三
條
に
］
木
屋
町
に
別
宅
を
構
へ
、【
ゾ
ロ
ゾ
ロ
と
】
子
供
を
引

き
連
れ
て（［　

］
内
は
削
除
、【　

】
内
は
追
記
を
表
す
。
以
下
同
じ
）

こ
の
よ
う
に
、
登
勢
が
好
感
を
持
つ
志
士
た
ち
の
議
論
を
「
聴
き
か
じ
つ

て
」
い
る
う
ち
に
影
響
さ
れ
、「
天
子
様
」
を
崇
拝
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
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家
族
を
忘
れ
て
「
そ
の
人
た
ち
」
の
支
援
に
励
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
展

開
を
記
す
草
稿
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、
そ
の
後
に
描
か
れ
て
い
る
志
士
た
ち
に
対
す
る
支
援
の
あ
り

よ
う
自
体
は
、
草
稿
と
初
出
本
文
と
で
大
き
な
差
は
な
い
。
初
出
本
文
に
お

い
て
登
勢
は
「
彼
等
の
た
め
に
は
ど
ん
な
親
切
も
い
と
は
ぬ
、
三
十
五
の
若

い
母
親
」
に
な
っ
た
と
も
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
自
分
の

家
族
を
顧
み
な
く
な
っ
た
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
草
稿
の
「
子
供
の
こ
と

も
忘
れ
て
、志
士
の
世
話
に
夢
中
」に
な
る
登
勢
の
過
剰
な
ふ
る
ま
い
は
、寺

田
屋
に
来
て
以
来
、
姑
の
介
護
や
育
児
を
含
め
て
万
事
に
周
到
だ
っ
た
登
勢

の
姿
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
で
、
初
出
以
降
の
本
文
で
『
螢
』
に
触
れ
た
読
者

が
強
い
違
和
感
を
覚
え
る
箇
所
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
草
稿
で
は
、
そ
の
よ
う

な
登
勢
の
ふ
る
ま
い
が
、
伊
助
が
別
宅
を
構
え
る
よ
う
に
な
っ
た
原
因
の
一

つ
に
も
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
草
稿
の
登
勢
は
志
士
た
ち
に
影
響
さ
れ
て
、

家
庭
に
亀
裂
を
作
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
初
出
本
文
で
は
、
寺
田
屋
事
件
に
お
け
る
有
馬
新
七
の
「
お
い
ご

と
刺
せ
」
と
い
う
声
を
耳
に
し
て
、
そ
れ
が
「
火
の
つ
い
た
や
う
な
あ
の
赤

見
の
泣
聲
の
一
途
さ
に
似
て
ゐ
た
」
こ
と
に
気
づ
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

志
士
た
ち
の
支
援
に
回
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
志
士
た
ち
に
語
る
言
葉

の
内
容
を
受
け
て
思
想
的
に
影
響
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
一
人
の
志
士
が
発

し
た
声
の
響
き
に
感
情
を
つ
き
動
か
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
子
供
た
ち
の
世

話
を
伊
助
だ
け
に
任
せ
た
形
跡
も
な
い
。
戦
時
下
に
お
い
て
、
勤
皇
派
に
傾

倒
す
る
人
物
を
描
く
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
作
之
助
は
、

家
族
を
犠
牲
に
し
な
い
ま
ま
、
必
死
に
生
き
る
者
に
寄
り
添
う
登
勢
を
描
く

こ
と
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
浮
か
び
上
が
る
齟
齬
は
、
草
稿
と
初
出
本
文
と
の
最
も
大
き
な
差

異
で
あ
る
、
末
尾
の
描
き
方
と
も
連
動
し
て
い
る
。
先
行
研
究
で
も
、
草
稿

の
末
尾
で
は
寺
田
屋
の
没
落
ま
で
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
言
及
さ
れ
て
き

た
（
（2
（

。
し
か
し
そ
の
実
態
が
具
体
的
に
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

末
尾
に
当
た
る
草
稿
第
1
期
83
お
よ
び
84
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

次
の
年
の
暮
、
登
勢
は
坂
本
の
遭
難
を
知
つ
た
。
長
崎
に
ゐ
た
お
良
が

泣
き
な
が
ら
伏
見
へ
来
た
の
は
、
翌
年
の
二
月
、
丁
度
外
国
公
使
が
入

京
す
る
と
て
、
大
坂
か
ら
淀
川
を
上
つ
て
来
た
日
で
あ
つ
た
。

　

登
勢
は
彼
等
の
乗
つ
て
来
た
船
が
は
じ
め
て
み
る
蒸
気
船
だ
つ
た
の

で
、
び
つ
く
り
し
た
。

　
　

五

　

何
年
か
経
つ
と
、
や
が
て
そ
の
蒸
気
船
が
淀
川
を
上
り
降
り
す
る
や

う
に
な
っ
た
。
三
十
石
船
は
い
つ
か
姿
を
消
し
て
ゐ
た
。
藩
屋
敷
は
な

く
な
り
、
荷
船
問
屋
も
［
な
く
］
店
を
閉
ぢ
た
。
伏
見
の
町
に
は
「
こ

ぼ
ち
や
」
と
い
ふ
商
売
が
出
来
て
、
家
屋
造
作
の
取
り
こ
は
し
［
に
も
］

だ
け
で
暮
し
が
立
つ
た
。

　

伏
見
の
町
は
み
る
み
る
さ
び
れ
て
、
寺
田
屋
も
や
が
て［
人
手
に
渡
］

「
こ
ぼ
ち
屋
」
の
世
話
に
な
ら
う
と
し
て
ゐ
た
。【
伊
助
は
［
耄
］
も
う

ろ
く
し
た
せ
ゐ
か
、
掃
除
す
ら
し
よ
う
と
し
な
か
つ
た
。】
丁
度
そ
の
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頃
、【
新
】
政
府
の
大
官
連
中
が
【
京
都
へ
来
た
つ
い
で
に
、】
寺
田
屋

へ
や
つ
て
来
た
。
顔
見
知
り
が
多
く
、
登
勢
は
涙
を
流
し
て
喜
ん
だ
。

「
お
い
が
［
あ
の
時
］
斬
り
つ
け
た
の
は
、
あ
の
柱
ぢ
や
。」
と
、
有
馬

が
殺
さ
れ
た
時
の
話
も
出
た
。「
王
政
復
古
が
出
来
た
の
は
、
お
は
ん
の

お
か
げ
ぢ
や
。」
と
い
つ
て
、
登
勢
を
よ
ろ
こ
ば
す
人
も
ゐ
た
。

　
寺
田
屋
［
の
悲
運
が
］
の
さ
び
れ
を
知
る
と
、
大
官
連
中
は
［
登
勢
］

「
こ
れ
で
再
興
［
せ
ゐ
］。」
と
登
勢
に
［
申
］

草
稿
で
は
、
新
た
に
第
五
部
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は「
蒸
気
船
」

が
運
行
す
る
明
治
の
世
に
な
っ
て
「
三
十
石
船
」
が
な
く
な
り
、
伏
見
の
町

が
没
落
し
た
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
草
稿
の
登
勢
が
志
士
た
ち

に
強
く
共
鳴
し
て
い
た
た
め
か
、「
政
府
の
大
官
」
に
な
っ
た
「
顔
見
知
り
」

た
ち
が
再
び
姿
を
現
し
、
世
辞
を
言
っ
て
喜
ば
せ
る
。
彼
ら
は
寺
田
屋
を
一

時
的
に
支
援
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
第
1
期
88
の
草
稿
に
お
い
て
次
の
よ
う

に
描
か
れ
る
。

　
　
大
官
連
中
は
や
が
て
寺
田
屋
が
没
落
し
か
か
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
話
を

き
く
と
、
再
興
資
金
の
寄
附
を
申
出
た
。「
こ
、
こ
、
こ
れ
で
救
は
れ
ま

し
た
。」と
言
ひ
な
が
ら
、
も
う
よ
ぼ
よ
ぼ
の
伊
助
は
大
官
連
中
の
落
す

葉
巻
の
灰
を
し
き
り
に
拾
つ
て
ゐ
た
。

　
登
勢
は
［
さ
す
が
に
］
涙
を
流
し
て
よ
ろ
こ
ん
だ
が
、
け
れ
ど
も
ふ

と
、
今
救
は
れ
て
も
、
ま
た
没
落
す
る
に
ち
が
ひ
な
い
と
い
ふ
い
つ
も

の
諦
め
［
が
］
は
さ
す
が

［
ホ
ワ
イ
ト
で
一
行
分
抹
消
］。

　
そ
の
通
り
に
な
つ
た
。

　　
附
記
。
登
勢
の
伝
記
は
調
べ
れ
ば
判
る
か
と
も
思
つ
た
が
、
敢
て
調

べ
ず
、【
殆
ん
ど
】
全
部
作
者
の
想
像
で
あ
る
。
寺
田
屋
縁
故
の
方
に
は

寛
容
を
請
ひ
た
い
。

作
之
助
は
、
寺
田
屋
と
登
勢
の
物
語
を
ど
の
よ
う
に
閉
じ
る
の
か
に
つ
い

て
、
ま
っ
た
く
異
な
る
構
想
を
持
っ
て
い
た
。
草
稿
で
は
、
寺
田
屋
の
没
落

が
二
段
階
に
及
ん
で
い
る
。
ま
ず
、蒸
気
船
が
運
行
す
る
時
代
に
な
っ
て
、伏

見
の
船
宿
が
軒
並
み
苦
境
に
陥
っ
た
。
そ
こ
に
政
府
の
高
官
に
な
っ
た
元
志

士
た
ち
が
登
場
し
、
寺
田
屋
だ
け
に
特
別
な
便
宜
を
図
る
こ
と
で
一
度
は
救

わ
れ
る
が
、
登
勢
は
落
ち
ぶ
れ
る
こ
と
を
予
感
し
、
的
中
す
る
。

見
過
ご
せ
な
い
の
は
、
寺
田
屋
が
時
代
の
移
り
変
わ
り
に
適
応
で
き
な

か
っ
た
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
登
勢
が
「
い
つ
も
の
諦
め
」
を
抱
く
姿
が
再
び

浮
上
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、佐
藤
秀
明
は
作
中
の
登

勢
が
「「
諦
め
」
の
よ
い
〝
流
さ
れ
る
人
〟
に
な
り
か
ね
な
い
女
」
か
ら
「
腰

の
据
わ
っ
た
女
に
な
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
た
が（
（2
（

、
草
稿
で
は
再
び
「
諦
め
」

の
よ
い
性
格
が
強
調
さ
れ
て
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
初
出
本
文
で
は
第
五
部
を
省
略
し
た
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
効
果

が
生
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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四
　
二
つ
の
火

『
螢
』に
お
い
て
、
登
勢
の
身
に
は
た
び
た
び
不
幸
が
訪
れ
る
。
幼
い
頃
に

身
内
が
相
次
い
で
亡
く
な
り
、
成
人
後
も
義
母
の
お
定
、
次
女
の
お
染
ら
親

族
が
病
死
す
る
。
二
人
の
養
女
も
、
お
光
は
椙
に
連
れ
出
さ
れ
、
お
良
は
坂

本
と
結
婚
す
る
こ
と
で
、共
に
登
勢
の
も
と
を
離
れ
る
。
そ
の
、親
し
く
な
っ

た
客
の
坂
本
も
遭
難
す
る
。『
螢
』
は
、
多
く
の
人
が
登
勢
の
も
と
を
去
っ
て

ゆ
く
物
語
な
の
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
登
勢
は
、
伊
助
と
は
最
後
ま
で
別
れ
な
い
。
千
代
も
絶
え
ず
登

勢
の
そ
ば
に
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
夫
は
妾
を
拵
え
て
お
り
、
長
女
は

養
女
も
含
め
た
娘
た
ち
の
中
で
最
も
影
が
薄
い
。
そ
の
た
め
に
登
勢
の
孤
独

が
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
登
勢
に
は
「
仕
合
せ
の
絶
頂
か
も
知
れ

な
」
い
と
き
に
も
「
ま
た
何
か
悲
し
い
こ
と
が
近
い
内
に
起
る
の
で
は
な
か

ら
う
か
と
、
あ
ら
か
じ
め
諦
め
て
置
く
」
習
性
が
つ
い
て
い
た
し
、
五
十
吉

の
詐
欺
に
あ
っ
た
際
に
も
、
自
分
が
寺
田
屋
に
「
仮
の
や
ど
り
」
を
し
た
に

過
ぎ
な
い
、
淀
の
水
の
よ
う
に
流
れ
て
ゆ
く
存
在
で
あ
る
か
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
。

し
か
し
実
際
に
は
、
登
勢
は
寺
田
屋
に
嫁
い
で
か
ら
は
、
動
か
な
い
。
彼
女

は
寺
田
屋
に
自
分
の
居
場
所
を
見
出
し
て
い
る
。
物
語
に
一
貫
し
て
い
る
の

は
、
む
し
ろ
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
過
ぎ
去
っ
て
ゆ
く
人
々
を
、
船
宿
の
女

将
で
あ
る
登
勢
が
見
送
り
続
け
、
ま
た
新
し
い
客
を
迎
え
る
展
開
で
あ
る
。

こ
の
小
説
の
末
尾
で
は
先
説
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
翌
る
日
に
は
登
勢
は
は
や
女
中
た
ち
と
一
緒
に
、
あ
ん

さ
ん
お
下
り
さ
ん
や
お
へ
ん
か
、
寺
田
屋
の
三
十
石
が
出
ま
す
え
と
、

キ
ン
キ
ン
し
た
声
で
客
を
呼
び
、
そ
れ
は
や
が
て
淀
川
に
巡
航
船
が
通

う
て
三
十
石
に
代
る
ま
で
の
は
か
な
い
呼
び
声
で
あ
つ
た
が
、
登
勢
の

声
は
命
あ
る
限
り
の
螢
火
の
や
う
に
勢
一
杯
の
明
る
さ
に
ま
る
で
燃
え

て
ゐ
た
。

初
出
本
文
で
も
、
寺
田
屋
の
繁
昌
が
ほ
ど
な
く
終
わ
り
を
迎
え
る
こ
と
は

明
言
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
作
品
は
登
勢
の
懸
命
な
姿
が
際
立
つ
形
で
閉
じ

ら
れ
る
。

草
稿
の
場
合
、
二
段
階
に
及
ぶ
衰
亡
や
、
老
い
た
伊
助
の
ふ
る
ま
い
も
描

か
れ
る
こ
と
で
、
登
勢
と
い
う
個
人
よ
り
も
寺
田
屋
が
際
立
た
せ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
初
出
本
文
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
登
勢
の
姿
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の

明
る
い
声
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
直
前
に
は
登
勢
が
「
流
れ
て
行

く
水
に
遠
い
諦
め
を
う
つ
し
た
」
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
そ
こ

か
ら
す
ぐ
に
立
ち
直
っ
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
あ
ら
か
じ
め
諦
め
、
予

想
通
り
に
な
る
草
稿
と
は
異
な
り
、
先
説
法
が
用
い
ら
れ
、
没
落
は
予
告
さ

れ
つ
つ
も
、
再
起
す
る
登
勢
の
姿
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
仮
に

寺
田
屋
が
没
落
し
て
も
、
個
人
と
し
て
は
そ
の
後
も
た
く
ま
し
く
生
き
て
ゆ

き
そ
う
な
登
勢
が
印
象
づ
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
草
稿
で
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
初
出
本
文
の
本
文

で
は
、
こ
の
小
説
特
有
の
「
勢
一
杯
の
明
る
さ
に
ま
る
で
燃
え
」
る
螢
が
改

め
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
没
落
す
る
幕
末
の
船
問
屋
で
は
な
く
、
懸
命
に
働
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く
登
勢
が
際
立
つ
構
成
に
さ
れ
た
こ
と
で
、
孤
独
な
女
性
が
自
分
の
居
場
所

を
見
出
し
、
力
を
尽
く
し
た
軌
跡
が
前
面
に
出
た
。
同
時
に
、
そ
れ
が
そ
の

ま
ま
の
形
で
は
続
か
な
い
こ
と
も
先
説
法
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
こ
と
で
、

は
か
な
さ
も
漂
う
。

奥
本
大
三
郎
は
、
作
之
助
の
小
説
『
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
』（「
新
文
学
」
一

九
四
六
・
三
）
で
描
か
れ
て
い
る
夜
店
の
「
橋
の
た
も
と
の
暗
が
り
に
出
て

ゐ
る
蛍
売
り
の
蛍
火
の
瞬
き
」
や
、
随
想
「
大
阪
の
憂
鬱
」
で
描
か
れ
て
い

る
「
夜
の
闇
市
場
」
の
「
蛍
を
売
つ
て
ゐ
る
」「
暗
が
り
の
中
で
あ
え
か
に
瞬

い
て
ゐ
る
青
い
光
」
に
着
目
し
、「
こ
の
青
白
い
蛍
の
灯
の
、
心
細
さ
を
掻
き

立
て
る
よ
う
な
情
景
を
描
い
た
だ
け
で
も
、
織
田
作
之
助
と
い
う
作
家
の
使

命
は
十
分
に
果
た
さ
れ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」と
す
る（
（2
（

。
た
し
か
に
、そ

の
よ
う
な
「
か
そ
け
き
青
白
い
火
」
は
、『
蚊
帳
』
や
『
土
曜
夫
人
』、
そ
し

て
『
螢
』
に
も
登
場
し
て
い
た
。

し
か
し
く
り
返
せ
ば
、『
螢
』
の
特
徴
は
懸
命
に
燃
え
る
螢
も
描
か
れ
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
は
か
な
い
青
白
い
火
と
、
は
げ
し
く
燃
え
る
明
る
い
火
と
。

螢
と
い
う
字
を
想
わ
せ
る
二
つ
の
火
を
、
登
勢
と
い
う
中
心
人
物
の
二
つ
の

面
に
重
ね
た
小
説
が
『
螢
』
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

注（1
）　
「
螢
」（
浦
西
和
彦
編
『
織
田
作
之
助
文
藝
事
典
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
二
、

二
二
九
頁
）

（
2
）　

占
領
初
期
に
「
封
建
的
題
材
」
が
統
制
さ
れ
た
こ
と
や
、「
米
国
人
の
刀
に

対
す
る
恐
怖
心
や
不
信
感
」
に
つ
い
て
は
、
平
野
共
余
子
「
封
建
主
義
」（『
天

皇
と
接
吻　

ア
メ
リ
カ
占
領
下
の
日
本
映
画
』草
思
社
、
一
九
九
八
、
一
一
〇

～
一
一
六
頁
）
を
参
照
。

（
3
）　
「
年
末
所
感
」（「
文
藝
」
一
九
四
二
・
一
）

（
4
）　
『
螢
火
』
の
概
要
や
他
の
映
画
に
つ
い
て
は
、
増
田
周
子
・
笹
川
慶
子
『
大

阪
の
小
説
家
と
映
画
』（
関
西
大
学
大
阪
都
市
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一

四
）
に
く
わ
し
い
。

（
5
）　
「
作
品
解
題
」（『
織
田
作
之
助
全
集　

第
五
巻
』
文
泉
堂
出
版
、
一
九
九
五
、

三
七
三
～
三
七
四
頁
）

（
6
）　
「
解
説
」
前
掲
『
現
代
日
本
文
学
全
集　

第
81　

永
井
龍
男
・
織
田
作
之

助
・
井
上
友
一
郎
・
井
上
靖
集
』
四
一
五
頁

（
7
）　
「
鑑
賞
」、
前
掲
『
短
篇
文
学
全
集
』
二
七
〇
頁

（
8
）　
『
織
田
作
之
助
―
生
き
愛
し
書
い
た
』
沖
積
舎
、
一
九
九
八
、
二
三
六
頁

（
9
）　

前
掲
『
織
田
作
之
助
文
藝
事
典
』
二
二
八
頁

（
10
）　
「《
解
説
》
織
田
作
之
助
の
「
大
阪
」」（
前
掲
『
夫
婦
善
哉　

正
続
他
十
二

篇
』
三
九
九
頁
）

（
11
）　

尾
崎
名
津
子
「
解
説
「
結
婚
の
こ
と
を
想
っ
て
、
私
は
悲
し
か
っ
た
」」（
前

掲
『
怖
る
べ
き
女　

織
田
作
之
助
女
性
小
説
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
三
九
〇
頁
）

（
12
）　

歴
史
小
説
の
流
行
に
つ
い
て
は
、
松
本
和
也
「
昭
和
一
〇
年
代
後
半
の
歴
史

小
説
／
私
小
説
を
め
ぐ
る
言
説
」（『
昭
和
一
〇
年
代
の
文
学
場
を
考
え
る
―
新

人
・
太
宰
治
・
戦
争
文
学
』
立
教
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
）
が
参
考
に
な
る
。

（
13
）　

注
（
8
）
一
八
四
頁
お
よ
び
二
〇
四
頁
、
仲
田
多
香
史
「
織
田
作
と
座
敷
芝

居
」（「
大
阪
日
日
新
聞
」
一
九
五
一
・
三
・
一
七
、
四
面
）
な
ど
を
参
照
。

（
14
）　

こ
の
他
に
『
維
新
の
大
阪
』
で
は
、
明
治
維
新
後
、
蒸
気
船
の
た
め
に
繁
栄
し

た
町
が
寂
れ
て
「
伏
見
の
町
に
は
家
屋
造
作
を
破
壊
す
る
「
こ
ぼ
ち
や
」
と
云
ふ

新
職
業
が
出
来
」
た
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
（
六
四
頁
）。
こ
れ
は
後
述
し
て

い
る
草
稿
の
終
盤
の
記
述
（
第
1
期
84
）
と
対
応
し
て
い
る
。
本
文
で
も
引
用
し

た
よ
う
に
、
草
稿
の
末
尾
（
第
1
期
88
）
に
は
「
登
勢
の
伝
記
は
調
べ
れ
ば
判
る

か
と
も
思
つ
た
が
、
敢
て
調
べ
ず
、【
殆
ん
ど
】
全
部
作
者
の
想
像
で
あ
る
」
と

い
う
「
附
記
」
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
対
象
を
「
登
勢
の
伝
記
」
に
限
定
し
、「
殆
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ど
」
と
補
っ
た
の
は
、
伏
見
に
つ
い
て
は
鷲
谷
書
を
参
考
に
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
15
）　

系
譜
小
説
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
織
田
作
之
助
『
夫
婦
善
哉
』
の
〈
形
式
〉
―

「
系
譜
小
説
」
を
手
が
か
り
に
」（「
日
本
近
代
文
学
」
二
〇
一
三
・
一
一
）
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
16
）　

中
石
孝
『
織
田
作
之
助　

雨　

螢　

金
木
犀
』
編
集
工
房
ノ
ア
、
一
九
九
八
、

一
〇
五
頁

（
17
）　

織
田
文
庫
に
つ
い
て
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
「
織
田
文
庫
目
録
」
―

w
eb

版
―
（https://w

w
w
.library.pref.osaka.jp/site/osaka/oda-w

eb-
index.htm

l

）
参
照
（
二
〇
二
三
年
四
月
三
〇
日
確
認
）。

（
18
）　

一
九
四
五
年
九
月
一
七
日
の
青
山
光
二
宛
書
簡
に
は
「「
螢
」
は
映
画
化
を

見
合
わ
し
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
19
）　

第
1
期
27
～
31
。
な
お
、
注
（
1
）
二
三
〇
頁
で
増
田
が
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、
五
十
吉
は
「
藤
吉
」
と
い
う
名
前
に
な
っ
て
い
る
。

（
20
）　

第
1
期
38
～
41
。
こ
れ
ら
に
お
い
て
医
者
に
は
「
楢
崎
」
と
い
う
名
前
が
与

え
ら
れ
て
い
る
。
第
三
部
の
最
後
に
言
及
さ
れ
る
、お
良
の
死
ん
だ
父
親
の
名

で
あ
る
。
作
之
助
は
舞
台
化
ま
た
は
映
画
化
も
見
据
え
、こ
の
医
者
に
ど
れ
ほ

ど
の
存
在
感
を
持
た
せ
る
か
を
検
討
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
21
）　

注
（
1
）
二
三
〇
頁
お
よ
び
注
（
11
）
同
頁
。

（
22
）　

注
（
10
）
に
同
じ

（
23
）　
『
織
田
作
之
助
と
蛍
』
教
育
評
論
社
、
二
〇
一
九
、
三
三
頁
。
な
お
奥
本
書

で
は
、『
螢
』
に
つ
い
て
は
冒
頭
の
祝
言
の
場
で
登
勢
が
螢
に
手
を
伸
ば
す
場

面
に
の
み
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
さ
い
と
う
・
ま
さ
お　

本
学
教
授
）

41


